
 

 

令和８年（2026年）６月１２日 

報道関係者 各位  

創立３０周年を迎えた宝塚の市民劇団 
8/16(日) 市内にて記念公演開催 

 

宝塚市内で活動する市民劇団 BIGMOUSE（ビッグマウス）が、今年創立３０周年を迎えました。 

１９９６年、市内の中学校演劇部が顧問の転勤や部員の減少等により

活動が成り立たなくなったことから、宝塚市文化財団が参加を呼びかけ、

集まった市内の中学生１８人で「劇団 BIGMOUSE」を結成しました。２００９

年には社会人もメンバーに加わり、自己表現、人づくり、世代間交流を目

指す市民劇団として活動を続けています。 

活動内容は、年１回の演劇公演はじめ、「実験劇場」と題した朗読公

演、市内福祉施設を訪問し歌や踊りなどを披露するアウトリーチ活動、各

種イベントへのボランティア参加など、自己研鑽ならびに地域貢献に努め

ています。 

今年８月には市内ソリオホールにて、「劇団 BIGMOUSE創立３０周年記

念公演 『戦争マラリアの悲劇 ～波照間島 島民は語る～』」を上演しま

す。「戦争マラリア」とは、第二次世界大戦時の沖縄県で、軍命により有病

地に強制疎開させられた一般住民や、駐留した日本軍の軍人などが罹患したマラリアを指します。劇団

BIGMOUSEは、これまでに「二十四の瞳」や「長袖の夏―ヒロシマ」、ひめゆり学徒隊を描いたオリジナル

作品などを上演し、「世界平和」と「命の大切さ」を伝えてきました。戦後８０年が過ぎた今、改めて演劇を通

じて戦争がもたらす悲劇を伝え、平和の大切さを訴えたいと考え、「戦争マラリア」をテーマとします。 

貴媒体におかれましても、この劇団ならびに公演について取り上げていただければ幸いです。 

 

１ 公演名 

 

 

 

 

２ 開催日時 

３ 会場 

４ 入場料 

 

 

５ 出演 

６ お問い合わせ 

劇団 BIGMOUSE創立３０周年記念公演 

「戦争マラリアの悲劇 ～波照間島 島民は語る～」 

原作／宮良作・文、宮良瑛子・絵（2001） 

「忘れな石 沖縄・戦争マラリア碑」株式会社日本図書センター 

脚本･演出／高波 匠志（劇団 BIGMOUSE演出家） 

令和８年８月１６日（日） ①11：00 ②15：00 （各回とも 30分前開場） 

宝塚ソリオホール（宝塚市栄町 2-1-1 ソリオ 1の 3階） 

前売 2,000円（当日 2,400円）【全席自由】 

※3歳未満膝上無料、お席が必要な場合は有料。 

※チケット一般発売 6/19（金）10:00～ 

劇団 BIGMOUSE劇団員、ゲスト：なお（三線演奏）、盛光 秀信、ひね屋 憲ノ介 

（公財）宝塚市文化財団 （担当：吉田、林／水・日・祝 休み） 

665-0845 宝塚市栄町 2-1-1 ソリオ 1の 3階 

Tel：0797-85-8844  Fax：0797-85-8873 E-mail：bigmouse@takarazuka-c.jp 

 



 

 

劇団 BIGMOUSEについて 

 

１９９６年宝塚市内の中学生１８名で結成。２００９年より社会人がメンバーに加わり、自己表現、人づく

り、世代間交流を目指す市民劇団として活動しています。現在、社会人を中心に１３名の劇団員が所属。 

運営は（公財）宝塚市文化財団、指導は宝塚市在住演出家・高波匠志。年 1回の宝塚ソリオホールでの定

期公演のほか、市内福祉施設への訪問活動なども行っており、２０２４年には「宝塚市制７０周年まちづくり

功労賞」を受賞、２０２６年に創立３０周年を迎えました。 

 

 

 

 

 

 

上演作品について 

 

＊戦争マラリアとは 

「戦争マラリア」とは、第二次世界大戦時の沖縄県で、軍命により有病地に強制疎開させられた一般住

民や、駐留した日本軍の軍人などが罹患したマラリアを指します。八重山諸島の一部地域で住民の疎開が

行われ、かつマラリアの発生する地域に移住させられたために多くの人がマラリアに罹患し、多数の死者を

出しました。マラリアは戦争中の物資や人間の移動、栄養状況の悪化から県内の他地域にも広がり、沖縄

県各地で被害者を出しましたが、八重山では直接の戦争被害よりマラリアの被害が突出しています。 

 

＊あらすじ 

 １９５３年、沖縄・西表島（いりおもてじま）。開拓農民の保久盛長正（ほくもり・ちょうせい）は、南風見（はえ

み）の海岸で「忘勿石 ハテルマ シキナ」と文字が彫られた岩を見つけました。妻のヤスにそのことを伝え

ると、ヤスは８年前の悲劇を語り始めました…。 

 …１９４５年１月、沖縄・波照間島に米軍機の爆弾が落とされました。一生懸命育てた作物も、家も焼かれ

た島民たち。今度はいよいよ米軍が上陸するのではないかと噂していました。そして３月になると、マラリア

の有病地であった西表島への強制疎開命令が出されます。波照間島民に“戦争マラリア”の悲劇が近づい

ていたのです…。 

1996年 8月 20日付 読売新聞 

2025年の公演 


